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★
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中
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３
人
の
方
に
次
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中
か
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プ
レ
ゼ
ン
ト
。
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氏　名
クイズの答え
希望のプレゼント

（ご意見・ご感想）

６
月
号
の
答
え

　

文
部
科
学
（
大
臣
）

６
月
号
の
当
選
者(

敬
称
略)

　

松
田　

朋
宏
（
中
野
島
）

　

松
澤
美
智
代
（
中
川
原
）

　

畠
山　
　

勉
（
上
小
泉
）

　
　

（
31
通
中
全
通
正
解
）

▼
広
報
な
め
り
か
わ
に
関
し
て
沢
山

の
方
か
ら
、
ご
意
見
や
心
温
ま
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
て

お
り
、
い
つ
も
嬉
し
く
読
ま
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
▼
広
報
誌
を
編

集
す
る
際
、
読
ま
れ
る
方
に
手
紙
を

お
送
り
す
る
よ
う
な
気
持
ち
で
レ
イ

ア
ウ
ト
や
文
章
表
現
な
ど
を
整
え
て

い
ま
す
が
、
後
で
読
み
返
す
と
、「
も

う
少
し
○
○
に
す
れ
ば
よ
か
っ
た
か

な
？
」
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
、
次

の
広
報
誌
で
少
し
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変

え
る
な
ど
、
日
々
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
て
い
ま
す
。
▼
今
後
も
読
み

や
す
い
広
報
誌
を
お
届
け
出
来
る
よ

う
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
お
気
づ
き
の
点
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
ど
の
様
な
事
で
も
構

い
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
、

ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
Ｓ
）

　今年の４月から、北日本新聞滑川
支局で勤務しています。新聞記者の
仕事は、国内外を問わず、日々変わ
る政治や経済、地域社会などの動向
を取材し、これらのニュースをいち
早く皆さんにお届けすることです。

　私の場合、行政・議会の動向から、不幸にも起こってしまった
事故や犯罪の詳細、各地の行事や市民の皆さんが頑張り、活躍し
ている取り組みまで、市内で起きた様々な出来事を記事として書
いています。
　私は以前、社会部という部署で記事を書いていましたが、そこ
では交通事故や犯罪、火災など、悲惨な出来事を目の当たりにす
る事が何度もありました。この様な経験もあり、滑川支局に配属
されてからは、地域の方々が行っている交通安全の啓発活動や防
犯活動などの小さな活動でも時間が許す限り取材し、１人でも多
くの方に記事を読んでもらうことで、事故や事件の減少につなが
ればとの思いで記事を書いています。
　北日本新聞社には私を含め、100 人を超える記者が在籍してい
ます。毎日、本社で会議が行われ、各記者が取材したニュースや
通信社の配信記事について、読者の関心の高さや、皆さんの役に
立つかどうかなどを考えながら翌日の朝刊の編集方針を決め、レ
イアウトなどの調整が行われます。その後、印刷され、新聞販売
店から各ご家庭に届けられています。

◎仕事をするうえで、印象に残っている出来事などありま
　したら教えてください。

◎仕事内容と新聞が出来るまでの流れを教えてください。

　2011 年３月 11 日、東北地方で未曾有の自然災害、東日本大
震災が発生しました。県内からも多くの方が人命救助や復興支援
のため現地へ行かれ、私はその姿や現地の様子を読者に伝えるた
め、発生から１カ月の節目に合わせ、現地へ取材に行きました。
　１カ月経ってもなお、災害発生時と変わらぬ現地の様子に、自
然災害の恐ろしさを目の当たりにしたほか、当時は余震が頻繁に
発生していましたので、不安や恐怖もありましたが、それ以上に
懸命に活動しておられる方々の姿をしっかり伝えなければとの思
いが強かったように感じます。

◎市民の皆さんへメッセージなどがありましたらお願いします。

　これからも滑川の魅力的な人・街の様子をお届けしていきたい
と思っています。小さな取り組み、活動でも構いません。情報を
お寄せいただければ嬉しく思います。今後も皆さんの関心に応え、
暮らしの役に立つ情報を発信していきたいと思いますので、どう
ぞよろしくお願いします。

　今回のおしごトークは、地
元密着の取材活動を展開する
地元紙の記者。北日本新聞滑
川支局長 小林大介さんにお
話を伺いました。

小林大介さん（36 歳）

おしごトーク　
  

聞 か せ て ！

▲取材メモを取る小林さん（右）

春の叙勲受章

瑞
宝
双
光
章

山岸 健一さん
（赤浜・75 歳）
元公立小中学校長

　

富
山
市
立
八
人
町
小
学
校
長
（
平

成
17
年
に
総
曲
輪
小
学
校
と
統
合
、

現
在
の
芝
園
小
学
校
）、
同
市
立
東

部
中
学
校
長
、
同
市
立
山
室
中
学
校

長
、
県
小
中
学
校
長
協
会
長
を
歴
任

さ
れ
、
永
年
に
渡
り
、
学
校
教
育
の

向
上
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
広
報
な
め
り
か
わ

６
月
号
の
12
～
13
ペ
ー
ジ
に
記

載
し
て
お
り
ま
す
、「
市
民
カ

レ
ン
ダ
ー
」
の
記
事
で
、
７
月

６
日
㈰
の
夏
季
消
防
総
合
訓
練

お
よ
び
消
防
団
実
戦
繰
法
大
会

の
開
始
時
間
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
正
し
く
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

訂
正
前

夏季消防総合訓練
17:00 ～　上大浦公民館周辺
消防団実戦繰法大会
18:00 ～　消防署グラウンド

訂
正
後

夏季消防総合訓練
 5:00 ～　上大浦公民館周辺
消防団実戦繰法大会
 6:00 ～　消防署グラウンド

お
詫
び
と
訂
正


